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決算報告決算報告
令和５年度令和５年度決算の公表

住宅用火災警報器の設置と点検はしていますか
　住宅用火災警報器（住警器）の設置が義務化されてから　  年
以上が経過しました。
　設置率も上がり、当消防組合管内でも煙等を感知し大きな火災
にならずに済んだ事案もありました。
　住警器は、古くなると機械の寿命や電池切れなどで、火災を感
知しなくなることがあるため、定期的な点検や目安となる設置か
ら　  年を経過した住警器は交換をおすすめしています。
　この機会にぜひご確認ください。

■繰越金 …前年度繰越金

■分担金及び負担金 …匝瑳市、横芝光町の消防運営に伴う負担金
　関係市町の人口、世帯数等の比率で割合を決定

問 消防本部総務課　☎ 72-1915

■使用料及び手数料 …行政財産使用料及び消防関係手数料

■組合債 …事業を行うために組合が国や銀行などから借り入れたお金

■諸収入 …消防組合の預金利子及びその他雑入

■寄付金 …組合が収入した一般寄付金

■総務費 …正副組合長給料や監査委員報酬などの経費

■議会費 …議員報酬、非常勤職員公務災害補償負担金などの経費

■消防費 …職員給料及び手当、研修費、消耗品及び備品購入費、
各資機材等検査料及び委託料、負担金などの経費

■公債費 …事業を行うために借り入れたお金を返済するための経費

10年たったら、
とりカエル。☎ 72-1916消防本部予防課問

歳入
14 億
2,629 万円

（23.3％減）

歳出
14 億
532 万円

（22.1％減）

総務費

消防費
13 億 5,699 万

4 万

繰越金 諸収入
1,935 万 102 万

分担金及び
負担金

12 億 4,180 万

議会費
13 万

使用料及び
手数料
39 万

公債費
4,816 万

寄付金
3 万

組合債
1 億 6,370 万

主なお金の使い道

・人件費
・各研修・講習等
・車両・資機材点検
・（起債）償還金
・横芝光消防署建設に関すること

　【起債とは】
　消防車や庁舎など将来にわたって長く利用するものの整備を行うために必要な資金を国や金融機関など外部から調達する
いわゆる借入金のことです。また、起債は、次のような機能を有しています。
・ある年度に大きなものの整備が発生した場合、他に必要な住民サービスの提供に支障をきたしてしまうため、その年度の

過大な財政負担を軽減し、他の年度へ財政負担を平準化させることで、計画的な財政運営を行うことができる。
・財政負担を平準化させることで、現在と将来の納税者との負担の公平を図ることができる。

※（　　）内は前年度比

※（　　）内は前年度比
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人事行政の人事行政の
運営等の状況運営等の状況 問 消防本部総務課　☎ 72-1915

　令和５年度における消防組合職員の人事行政の状況（職員数・給与・勤務条件等）を公表します。詳細は組合HPをご確認ください。

職員のサングラスの着用について職員のサングラスの着用について

　緊急車両運転時やドローン操縦時等において、直
射日光による事故防止対策及び太陽光の紫外線など
から隊員の目を守るため職員のサングラス着用を認
めています。

皆さまのご理解を
お願いします。

　消防組合では、４月１日～翌年３月 31 日を評価期間として「能力評価」（職務を遂行する中で職員が発揮した能力の程
度を評価） と「業績評価」（職員があらかじめ設定した業務目標の達成度を評価）を実施しています。

人事評価

　法令に基づき「信用失墜行為の禁止・秘密を守る義務・職務専念義務・政治的行為の制限・争議行為の禁止・営利企業等
の従事制限」などの義務規定・禁止規定が定められています。また、研修への参加や職員の適正な退職管理に取り組んでい
る他、福利厚生のための共済制度や各種厚生事業、健康管理、公務災害補償などがあります。

服務、研修、福利厚生など

分限及び懲戒処分
分限処分 0人 懲戒処分 3人

勤務時間、勤務条件
１週間の
勤務時間 　38時間45分

勤務時間

・毎日勤務の職員
　消防本部（警防課指令班の職員を除く。）の職員、署長
　　７時間45分（８時30分～17時15分）
・隔日勤務の職員
　消防署（署長を除く。）の職員及び警防課指令班の職員
　　15時間30分（８時00分～翌日の８時00分）

休　　日 ・毎日勤務の職員　土曜日・日曜日、祝日、年末年始
・隔日勤務の職員　４週間を通じて８日間

休　　暇 年次休暇、療養休暇
特別休暇、看護休暇

育児休業 0人

子どもが３歳に達するまで取得可能
（無給）

　採用・退職者　令和５年度に採用及び退職した職員の状況署所別職員数 職員の任免及び職員数
区　　　　分 R５.４.１ R６.４.１
消  防  本  部 21人 21人
匝 瑳 消 防 署 37人 40人
横芝光消防署 29人 29人
野  栄  分  署 20人 20人
合　　　　計 107人 110人

採用者数 退職者数
2人 1人

給与
給　　料 手　　当 合　　計

307,653円 72,847円 380,500円

　基本給与の平均月額　（R5. ４現在）

人事行政の
運営の状況

「もしもの時に、何ができますか」
　そういう場に居合わせたときの応急手当を学んでみま
せんか。
　各学校・事業所・市民グループ等、広い世代へ救急処
置法の普及啓発を行っています。
　また、事業所の皆様にはＡＥＤの設置協力及び、既に
設置している器材の維持管理もお願いしています。

AED で救える 命 があります

問  各署所救急班へ
匝瑳消防署　　☎ 72-0119
野栄分署　　　☎ 67-1119
横芝光消防署　☎ 80-0119
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新
人
消
防
士

新
人
消
防
士

５人の５人の
特集特集

　
　

消
防
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

消
防
学
校
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ

　
　
　

１
０
０
名
以
上
の
消
防
士
が
集
ま

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
訓
練
を
し
て
、
他
消
防
本

部
の
所
属
ご
と
の
活
動
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
し
、
た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
ま
す
。

▼▼
千
葉
県
消
防
学
校
は
、
市
原
市
に
新
た
な

施
設
と
し
て
平
成
31
年
4
月
に
完
成
し
ま
し

た
。
消
防
の
基
礎
を
学
ぶ
初
任
教
育
か
ら
、

専
門
的
な
知
識
や
技
術
の
修
得
を
目
指
す
専

科
教
育
な
ど
、
多
く
の
消
防
士
が
教
育
訓
練

八木　鈴香 狩野　羽樂

土屋　凛泉伊橋　蓮

将来、 人の役に立ち、 身体を動か

す仕事をしたいと思い、 調べてい

くうちに消防士という職業を詳し

く知り、 憧れるようになりました。

自分自身が女性救急隊員に助けて

いただいたことで、 私も女性の目

線から気配り目配りができる消防

士になりたいと思ったからです。

小学校３年生の時に訪れた消防署

見学で、 現場活動に備えて必死に

訓練をしている姿に憧れて消防士

を目指そうと思いました。

2019 年の台風 19 号の影響によ

り多くの被害がある中で、 現場で

迅速に活動する消防士を見て匝瑳

市横芝光町消防組合で働きたいと

思いました。

やぎ　りんこ かりの　ゆら

つちや　るいいはし　れん

＃ソフトボール ＃フェス

＃ラーメン巡り

＃ツーリング

＃野球

＃レコード集め

＃古着屋巡り

＃野球

19
年齢

20
年齢

池田　こころ

消防士を目指したきっかけは、 救

急隊として怪我や病気で苦しむ人

を助けたいと思った事と、 人から

かっこいいと思われる仕事をした

かったからです。

いけだ　こころ

＃音楽ライブ

23
年齢

22
年齢

23
年齢

八
木
八
木
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５
人
は
令
和
６
年
４
月
に
採
用
さ
れ
て

か
ら
約
３
カ
月
間
、
先
輩
消
防
職
員
に
現
場

活
動
や
消
防
業
務
で
必
要
な
知
識
や
技
術

を
学
ぶ
新
任
教
育
訓
練
を
行
い
、
７
月
か
ら

24
時
間
の
消
防
署
勤
務
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
も
な
く
採
用
か
ら
１
年
に
な
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
、
消
防
士
に
な
っ
て
か
ら
の
１

年
を
振
り
返
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
　

仕
事
に
は
慣
れ
ま
し
た
か

　
　
　

慣
れ
ま
し
た
。

　
　

初
め
て
の
出
動
は
ど
う
で
し
た
か

　
　
　

指
令
が
流
れ
て
か
ら
出
動
す
る
ま

で
の
緊
張
は
す
ご
か
っ
た
で
す
。

　
　

日
々
の
業
務
で
大
変
な
こ
と
は

　
　
　

車
両
の
資
機
材
の
種
類
が
多
く
、

名
前
や
使
い
方
を
覚
え
る
の
が
大
変
で
い

た
が
、
先
輩
方
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
た

の
で
、
メ
モ
を
と
っ
た
り
し
て
覚
え
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

　
　

仕
事
を
始
め
て
か
ら
一
番
大
変
だ
っ

た
こ
と
は　

そ
の
時
ど
う
し
た

　
　
　

林
野
火
災
で
す
。
緊
迫
し
た
状
況

だ
か
ら
こ
そ
落
ち
着
い
て
冷
静
に
行
動
す
る

こ
と
を
意
識
し
て
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　
　

仕
事
を
始
め
て
か
ら
イ
メ
ー
ジ
が

違
っ
た
こ
と
は

　
　
　

消
防
は
火
災
や
救
急
、
救
助
の
現

場
で
活
動
す
る
こ
と
が
仕
事
だ
と
思
っ
て

い
ま
し
た
が
、
意
外
と
事
務
仕
事
が
多
く

て
驚
き
ま
し
た
。

　
　

現
場
で
活
躍
で
き
た
こ
と
は

　
　
　

現
場
で
女
性
の
方
が
い
た
際
に
、

私
が
声
を
か
け
落
ち
着
い
て
い
た
だ
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
も
っ
と
寄

り
添
え
る
声
掛
け
が
あ
っ
た
の
で
は
と
悔

し
い
気
持
ち
が
残
っ
て
い
ま
す
。
傷
病
者

の
方
に
対
し
て
の
寄
り
添
い
方
、
迅
速
か

つ
的
確
な
処
置
が
で
き
る
よ
う
に
成
長
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
　

消
防
士
に
な
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は

　
　
　

家
事
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

現
場
で
は
ど
ん
な
こ
と
が
大
切
だ
と

感
じ
た
か

　
　
　

自
身
の
気
持
ち
を
落
ち
着
か
せ
活

動
す
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
ま

た
、
様
々
な
知
識
と
技
術
を
身
に
付
け
て

い
か
な
い
と
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
　

将
来
ど
ん
な
消
防
士
に
な
り
た
い

　
　
　

こ
の
人
な
ら
安
心
し
て
任
せ
ら
れ

る
、
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
消
防
士

に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　

住
民
の
方
々
に
安
心
を
届
け
る
こ

と
が
で
き
る
消
防
士
に
な
り
た
い
で
す
。

　
　
　

救
急
の
こ
と
な
ら
私
に
任
せ
ら
れ

る
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
く
ら
い
の
器
量

と
技
術
、
知
識
を
身
に
つ
け
て
現
場
で
活

躍
し
た
い
で
す
。

　
　
　

特
別
救
助
隊
に
な
っ
て
救
助
大
会

に
出
て
み
た
い
で
す
。

　
　
　

頼
り
に
さ
れ
る
消
防
士
に
な
り
た

い
で
す
。

住
民
の
安
全
・
安
心
の
た
め
、

　

勤
務
を
し
て
参
り
ま
す
の
で
、

　
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

を
行
う
場
所
で
す
。
教
官
に
は
、
時
に
厳
し

く
、
時
に
優
し
く
丁
寧
に
ご
指
導
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
月
曜
の
朝
か
ら
金
曜
日
の
夕

方
ま
で
は
寮
で
集
団
生
活
を
行
い
ま
す
。

　
　
　

人
を
助
け
る
と
い
う
仕
事
は
と
て
も

や
り
が
い
が
あ
り
、
か
っ
こ
い
い
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
し
て
女
性
で
も
活
躍
で
き
る

仕
事
だ
と
思
う
の
で
、
性
別
関
係
な
く
消
防

士
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　

消
防
士
は
男
性
の
仕
事
と
ま
だ
ま
だ

思
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
女
性
で
も
活
躍
で
き

る
場
が
多
く
あ
る
の
で
、
女
性
だ
か
ら
消
防

士
に
な
れ
な
い
と
思
わ
ず
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

消
防
は
人
の
命
を
守
る
大
切
な
仕
事

だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
大
変
な
こ
と

も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
私
は
助
け
を
求
め

て
い
る
人
の
所
へ
一
番
最
初
に
接
触
し
処
置

を
す
る
と
こ
ろ
に
憧
れ
ま
し
た
。
１
人
で
も

多
く
助
け
た
い
で
す
。
そ
の
気
持
ち
が
あ
れ

ば
辛
い
こ
と
も
頑
張
れ
る
と
思
い
ま
す
。
誰

か
の
為
に
な
り
た
い
、
そ
う
思
っ
て
る
方
が

１
人
で
も
多
く
消
防
に
入
っ
て
き
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

自
分
時
間
が
作
れ
て
趣
味
に
夢
中
に

な
れ
ま
す
。

　
　
　

消
防
は
人
の
命
を
救
え
る
最
高
な
仕

事
だ
と
思
い
ま
す
。

消
防
の
仕
事
に
興
味
が
あ
る
人
に
、

メ
ッ
セ
ー
ジ

５
人

伊
橋

池
田

土
屋

八
木

狩
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狩
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狩
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狩
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消防関係の資格取得と主な講習会

危険物取扱者保安講習会（予定） 甲種防火管理者新規講習

（３年に一度の法定義務講習）
●講　習　会
●講習会場
●対　象　者

令和７年度（未定）
調整中
危険物取扱者免状の交付を受けてい
る者で、製造所等において危険物の
取扱作業に従事（アルバイト・派遣
も含む）している者（同作業に従事
していない方でも受講は可能）

…
…
…

●東　金　市

●旭　　　市

令和７年６月10、11日（東金文化会館）
12、13日（東金文化会館）　

令和７年７月30、31日
（いいおかユートピアセンター）

…
　
…

　　　 問 消防本部予防課 ☎ 72-1916

防火防火ポポスター展
第第 4848 回

光小学校 ２年

及
お よ

川
か わ

　由
ゆ う

姫
ひ

 さん

出　展　数　113 点
入　賞　数　　55 点

参加人数　650 人

八日市場第二中学校 ２年

宇
う

之
の

沢
さ わ

　夏
な つ

穂
ほ

 さん

野田小学校 ５年

佐
さ

久
く

間
ま

　風
ふ

良
ら

 さん

●試　験　日

●試験会場
●試験種別

…
　
…
…

危険物取扱者試験（予定）

千
葉
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会
長
賞

全
国
統
一
防
火
標
語

「
守
り
た
い

未
来
が
あ
る
か
ら

火
の
用
心
」

最優秀賞 （３名）

　この防火ポスター展は、春の全国火災予
防運動行事の一環として、管内小中学校の
児童、生徒に描いていただいたものです。
　子どもたちの「火災予防」の願いが込め
られた、すばらしい作品ばかりです。

八日市場第二中学校 ２年

日
ひ

色
い ろ

　明
め い

衣 さん

千
葉
県
消
防
設
備
協
会
長
賞

光小学校 ４年

越
こ し

川
か わ

　楓
かえで

 さん

2024 年度

（前期）令和７年６月15日
（後期）令和７年11月頃（予定）
前期（千葉科学大学）・後期（調整中）
甲種・乙１～６種・丙種
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　東日本大震災における本震による火災全 111 件のうち、原因
が特定された 108 件の中、電気が原因による火災は、過半数の
54％でした。

　感震ブレーカーは、地震発生時に設定値以上の揺れを感知し
た時に、ブレーカーやコンセントなどの電気を自動的に止める
器具です。
　感震ブレーカーの設置は、不在時やブレーカーを切って避難
する余裕がない場合に電気火災を防止する有効な手段です。

　11 月 13・14 日に静岡県で開催された緊急
消防援助隊関東ブロック合同訓練に、救急車（３
名）と後方支援車（３名）が当消防組合から千
葉県大隊の１部隊として初参加しました。
　訓練は伊豆大島近海で地震が発生し、富士宮
市で震度５強を観測。前日からの大雨の影響で
氾濫危険水位に達していた河川の堤防が決壊、
下流域一帯が床上浸水等により、多数の要救助
者及び行方不明者が発生したことを想定した訓
練です。

緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練

静岡県富士宮市（田貫湖）　水陸両用車の人員輸送の様子

電気火災対策には、感震ブレーカーが効果的です！

白
熱

球の
落下によ

り

電
気
コ
ー

ドの断線等
に
よ
り

感震ブレーカーとは

　令和６年度警防活動技術千葉県大会が千葉県
消防学校で 12 月 20 日に開催されました。
　この大会は、昨年度から始まり警防活動に必
要な技術の向上を目的として、消火、高所への
進入、要救助者の救出などの安全・確実・迅速
性を競う大会です。
　当消防組合からは、横芝光消防署から選抜さ
れた３名が出場しました。
今後も、当消防組合管内
の安全・安心のため、日々
精進して参ります。 警防活動技術大会

警防活動技術大会　　

　ロープブリッジ救出の４名は、５月 23 日開催
の第 49 回消防救助技術千葉県大会、７月 18 日
開催の第 52 回消防救助技術関東地区指導会を突
破し、８月 23 日に千葉県消防学校で開催された
第 52 回全国消防救助技術大会に出場しました。

【ロープブリッジ救出とは】
　４人一組（要救助者を含む）で、向かいの塔
まで水平に張られた 20 ｍのロープを渡り、取
り残された要救助者をロープで吊り下げ、けん
引して救出した後、向かいの塔から隊員も脱出
します。建物内に取り残された要救助者を救出
する訓練です。

　　全国消防救助
技術大会全国消防救助技
術大会
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消
防
広
報
１
１
９
だ
よ
り
第
48
号
の
発
行
に
当
た
り
ご

挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
消
防
組
合
管
内
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
素

よ
り
消
防
行
政
の
発
展
並
び
に
火
災
予
防
に
つ
き
ま
し
て

格
別
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
消
防
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し

て
お
り
、
地
震
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
る
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

　

石
川
県
能
登
地
方
で
は
、
令
和
六
年
の
元
日
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
．
六
、
最
大
震
度
七
の
地
震
が
発
生
す
る
と

と
も
に
、
九
月
に
は
温
帯
低
気
圧
と
活
発
な
秋
雨
前
線
な

ど
の
影
響
に
よ
る
集
中
豪
雨
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
八
月
に
は
、
宮
崎
県
日
向
灘
を
震
源
と
す
る
マ

グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
．
一
、
最
大
震
度
六
弱
の
地
震
が
発
生

し
た
こ
と
に
よ
り
、
気
象
庁
が
初
と
な
る
、
「
南
海
ト
ラ

フ
地
震
臨
時
情
報
（
巨
大
地
震
注
意
）
」
を
発
表
し
、
千

葉
県
に
お
い
て
も
匝
瑳
市
及
び
横
芝
光
町
を
含
む
十
八
市

町
村
が
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地
域
と
し
て
指

定
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
災
害
に
対
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を

と
る
た
め
、
私
た
ち
消
防
職
員
は
、
知
識
・
技
術
の
向
上
、

資
機
材
な
ど
の
強
化
及
び
防
災
関
係
機
関
と
の
緊
密
な
連

携
体
制
を
構
築
し
、
地
域
住
民
の
皆
様
の
負
託
に
お
応
え

で
き
る
よ
う
、
匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合
基
本
構
想
に

掲
げ
る
、
「
消
防
体
制
の
充
実
」
・
「
地
域
防
災
体
制
の
強

化
」・「
災
害
対
応
力
の
強
化
」
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
匝
瑳
市
及
び
横
芝
光
町
の
住
民
の
皆
様
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
職

務
を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

１
１
９
だ
よ
り
発
行
あ
い
さ
つ

令
和
６
年

消
防
活
動
統
計

　

消
防
長　

大
木　

利
貞

　
　

匝
瑳
市
横
芝
光
町
消
防
組
合

災害区分 匝　瑳　市 横芝光町 管　　内 管　　外 合　　計
火　　災 19 25 44 2 46
救　　急 1870 1426 3296 52 3348
救　　助 17 26 43 0 43
災　　害 40 22 62 0 62
支　　援 318 264 582 0 582
合　　計 2264 1763 4027 54 4081

映像通報システム（L
ラ イ ブ

ive119）スマホの映像が
指令センターに

　Live119 は、通報者と指令管制員をリアルタイム映像でつなぐことで、傷病者の状態や災害現場の詳し
い状況を把握できるシステムです。音声による 119 番通報に加え、映像によるコミュニケーションにより、 
迅速・的確な消防活動やより効果的な応急手当を行うことで救命率を向上させることが期待できます。

Live119

　スマートフォンからの 119 番通報で、消防が必要と判断したときには、安全確認を行い通報者へ映像送信の協力を依頼します。
　事前にアプリ等をダウンロードいただく必要はありません。

【使い方】
①電話の音声をスピーカに切り替え　②消防から送信されたショートメッセージを開き、URL へアクセスすることで
　【通報者から消防へ映像送信を依頼する場合】▶ Live119 を起動させて、現場の撮影している映像が、消防に伝送されます。
　【消防から通報者へ応急手当の動画等を送信する場合】▶応急手当のやり方が動画で再生されます。
　迅速な消防・救急活動につなげるために、ご協力をお願いいたします。
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警
防
課
石
田
で
す
。

　
空
気
の
乾
燥
し
た
日
が
続
い
て

お
り
ま
す
。
木
材
の
乾
燥
度
を
示

す
実
効
湿
度
が
60
％
以
下
に
な
る

と
火
災
が
発
生
し
や
す
く
、
燃
え

広
が
り
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
当
消
防
組
合
管
内
で
は
今

年
１
月
下
旬
か
ら
60
％
以
下
の
日

が
続
き
、
２
月
に
は
30
％
台
の
日

が
多
く
記
録
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
よ
う
な
中
、
２
月
26
日
に

岩
手
県
大
船
渡
市
で
大
規
模
な
林

野
火
災
が
発
生
す
る
と
と
も
に
、

全
国
的
に
火
災
が
多
発
し
て
お
り

ま
す
。
当
消
防
組
合
２
月
の
火
災

件
数
は
、
昨
年
の
５
件
と
比
較
し
、

24
件
と
約
５
倍
の
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
な
お
、
野
焼
き
行
為
が

原
因
で
発
生
し
て
い
る
火
災
も
あ

る
こ
と
か
ら
法
律
に
よ
り
原
則
禁

止
と
な
っ
て
い
る
野
焼
き
を
行
わ

な
い
で
下
さ
い
。
皆
様
の
ご
理
解
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

警
防
課
石
田

警
防
課
石
田

の
編
集
後
記


